
第８５回渋川摂食嚥下研究会レポート 

日時：令和５年１２月５日（火）午後７時 00分～ 

会場：渋川ほっとプラザ４階/ＷＥＢ   

講演「糖尿病の方のケアについて」 

講師 渋川医療センター  

栄養管理室長 高塚 真理 氏 

今回は「糖尿病の方のケアについて」ということで、糖尿病に

ついての基本から、渋川医療センターで実際に行っている方法、

糖尿病の人が食べられなくなってしまったらどうしたらいいか

など栄養面からお話していただきました。 

糖尿病の食事療法の難しい点としては、慢性疾患であり継続し

て行わなければならない点、患者さんが主体となって行わなけれ

ばならない点とのこと。渋川医療センターでは「患者さんにやる

気をだしてもらえるような指導を！」ということで、「数値目標

は出さない」「好きなものをやめてもらうのは難しいので、嗜好

品についてはカロリーを知ってもらう事で摂取量を考えていた

だく」などの方法で、患者さん自身が考えて取り組んでいけるよ

うにすることを心がけているそうです。 

また、食べられなくなった時の方法や具合が悪くなった時の対処法（下図「シックデイ

になったらどうするの？」参照）を詳しく教えていただきました。例えば、 

炭水化物を増やすには→ 

・手でつまめるものにしてみる（おにぎり、いなり寿司、サンドイッチ、果物など） 

・のど越しのよいもの→うどん、にゅうめん、お茶漬け 

・主食の代わりになるもの→イモ類（焼きいも、里芋の煮物、フライドポテトなど） 

・たんぱく源と組み合わせる→おにぎり＋鮭やツナ、サンドイッチの具にﾊﾑ・ﾁｰｽﾞなど 

嚥下機能が低下している方→ 

雑炊（卵、豆腐）、卵とじあんかけうどん、フレンチトースト、山かけとろ丼（まぐろ） 

上手に取り入れて、食べられること・ものが増やせるとよいですね。 

【次回 第 86 回渋川摂食嚥下研究会の予定】 

開催について：2 月 6 日（火）午後７時～／渋川ほっとプラザ４階 大会議室 
演題「飲み込む力 筋力アップ」（仮） 

講師 渋川医療センター 

        言語聴覚士 飯塚 優子 氏 

参加者内訳 

職種 参加人数  

医師 4 

歯科医師 6 

保健師・看護師 14(1) 

歯科衛生士 1(1) 

ST・OT・PT 5 

管理栄養士・栄養士 8(2) 

介護支援専門員 14(7) 

介護職員 1 

その他 6(4) 

合計 59(15) 
カッコ内＝(うち Web 参加) 

【講演より抜粋】 


